
〈
研

究

論

文

３

〉

無

と

愛

の

哲

学

序

本

稿
の
目

的
は
、
現
代

哲
学
の
枯
渇
、
閉

塞
状
況

を
打
開
し
、
新

た
な
哲

学

の
地
平

を
切
り

開
く
こ
と
に
あ
る
。

そ
れ
に
は
無
を
第
一
の
原

理
と
す

る
。

無
と

は
人
間

存
在

の
深
淵

、
矛
盾

、
闇
、

悲
惨
で

あ
る
。
文

明
の
発
展
と
消

滅
。
社
会
・
文
化

・
国
家

の
繁
栄
と
衰
退
。
社
会

の
豊
か
さ
と
貧
困
。
幸
福

な
家
族
と
離
散
し

た
家
族
。
高
慢
、

堕
落
、
腐
敗
。

こ
れ
ら
の
根
底

に
は
無

が
巣
く

っ
て
お
り
、
こ
の
無
の
考
察
な
く
し
て

は
、
我

々
は
人
間
存
在
の
本

質
に
到
達
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
し
か
も
、
こ
の
無

は
茫
漠
た

る
宇
宙
。

無
限
大
の
空
間
も
意
味
し
、
そ
こ
に
お
け
る
人
間
は
、
宇
宙
の
巨
大
さ
に
驚

嘆
す

る
と
と
も
に
、
自
己
の
微
小
さ
、
無
を
自
覚
し
て
絶
望
す
る
。

パ
ス
カ

ル
、

ニ
ー
チ
ェ
が
直
面

し
た
無
で

あ
る
。
か
つ
て

ニ
ー
チ

ェ
は
、
こ
の
無
の

超
克
を
目
指
し

、
超
人
、
カ

ヘ
の
意
志

を
説
い
た
も
の
の
発
狂
し
て

力
尽
き

中
　
富
　
清
　
和

た
。

ニ
ー

チ

ェ
を

継

承

し

た
（

イ

デ

ガ
ー

、

サ
ル

ト

ル

も
現

象

学

と

い

う

当

時

最
も

斬

新

な

方

法

で

無

に
挑

戦

し

た

。

そ

の

結

論

は

、
両

者

と

も

人
間

存

在

は

「
悲

劇
」
「
受

難
」

で

あ

り

、

人

類

の

未

来

を

志

向

す

る

哲

学

と

し

て

の
使

命

は
果

し

て

い

な

い
。

二

十

世

紀

最

高

の

哲

学
者

と

い
わ

れ

た
（

イ

デ

ガ

ー

に

至

っ
て

は

、

そ

の
名

声

に

も

か

か

わ
ら

ず

哲
学

を
放

棄

し

、

詩
人

に

な

っ
て

し

ま

っ
た
。

彼

は

ヨ
ー

ロ
ッ

パ

哲

学

全

体

に

通
暁

す

る

集

約
者

、

叡

知
者

で

あ

る
。

そ

の
彼

の
哲

学

が

行
き

詰

ま
り

、

挫

折

し

た
と

い

う

こ
と

は
、

ヨ

ー

ロ

で
（

哲

学

の
挫

折

で

あ

る

。

実
際

、
彼

以

後

、

巨

人

と

呼

ば
れ

る
哲

学

者

は
輩

出

し

て

お
ら

ず

、

弟
子

た

ち
が

過

去

の

哲

学

史

を

ひ

っ
く
り

返

す

か
、

社

会

哲

学

を

語

る
程

度
で

あ

る
。

こ

う

し

た

ヨ

ー

ロ

と
（

哲
学

の
危

機

の

原

因

は

何

か
？
　

そ
れ

は
明

快

で

あ

る

。

プ

ラ

ト

ン
以

来

、

ヨ

ー

ロ
ッ

パ
の

哲

学

は

「
存

在

（
Ｓ
ｅ
ｉｎ
（
　ｅ
ｔｒ
ｅ
）
ｊ

を

対

象

と

し

て

き

た

が

、
実

は
、

こ

の

存

在

と

は

、

無

限

大
の

無

の

哲

学

か



ら
見
れ
ば
、
微

々
た
る
も
の
で
し
か
な
か

っ
た
。
人
間
の
身
体
、
地
球
、
月
、

太
陽

な
ど

の
天

体
、
物
体
の
総
体
は
、
宇
宙
全
体
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
地
球

大

の
大
き

さ
の
容
器

（
空
虚
、
無
）

の
中
の

ア
リ
三
匹
で

し

か
な

い
（『
宇

宙
の
不
思
議
』
佐
治
晴
央
著
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
文
庫
、
八
三
頁
）。
プ

ラ
ト
ン
以

来
の

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
哲
学
は
、
ア
リ
三
匹
の
存
在
、
イ
デ

ア
を
考
え
て
き

た
の
に
す
ぎ
な

い
。
そ
れ
に
対
し
、
本
稿

は
ア
リ
三
匹
を
含
む
地
球
そ
の
も

の
、

い
わ
ば
無

限
大
の
宇
宙
を
も
含
む
無
を
第

一
に
問
う
。
無
は
古
今
東
西

、
古
く

か
ら
語

ら
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
中
国

の
老
子
、
荘
子

は
無

か
ら

の
万

物
創
世

を
、

イ

ン
ド
の

『
リ

グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
』
で

は
宇
宙
開
闢

の
讃
歌

に
、
イ
ス
ラ
エ
ル

で

は
「
創
世
記
」

に
無
か
ら

の
宇

宙
創
世
が
記
さ
れ
て

い
る
。
こ

の
無
と
は

超
越
者
が
人
類
に
対
し
て
啓
示
し
た
最
高
の
叡
智
で
あ
っ
て
、
無
・
無
限
↓

永
遠
↓
超
越
者
（
神
）
↓
愛
へ
と
連
続
す
る
。
こ
れ
を
無
と
愛
の
原
理
と
名

づ
け

る
。
以
下

、
無
と
愛
の
原
理
の
論
証

で
あ
る
。

一
　

実

在

と

し

て

の

無

本
稿
で

は
、
老
子

の

「
無
」
「
道
」
を
形
而

上
学
的

実
在
と
み

な
す
。
と

い
う

の
は
次

の
理
由

か
ら
で
あ

る
。
第
一

に
、
道

は
天
地
を
開

い
た
万
物
の

舟
で
あ
り
（
「
体
道
第
一
」
）
、
す
べ
て
の
も
の
を
生
み
出
す
根
源
、
万
物
に
行

き

わ
た
っ
て

い
る
も

の
で

あ
る
。

こ
れ
は
ギ
リ
シ
ア
哲
学
で

言
う
ア
ル
ケ
ー

（
ａ
ｒｃ
ｈｅ
）
で

あ
り

、
普
遍

性
を
有
す

る
概
念
で
あ

る
。
第

二
に
、

道
は
物
質

的
規
定
を
受

け
な
い
超
越

的
存
在
で
あ

る
。
「
賛

玄
第
十
四
」

に
よ
れ
ば

、

道

と

は

「
夷
」
（
影

も
形

も

な

い
も

の
）
、
「
希
」
（
音

声

の

な

い
も

の
）、

「
微

」
（
隠
れ
た
る
も
の
）
で
あ
り
、
感
覚

に
よ

っ
て
把
握
で
き
な
い
存
在
、

物
質
性
を
超
え

た
超
感
性
的
な
存
在
で

あ
る
。
以
上

か
ら
筆
者
は
老
子

の
無
、

道
を
形
而
上
学
的
実
在
と
す
る
が
、
さ
ら

に
考
究
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
ま

と
め
ら
れ
る
。

1
　
生
成
の
根
源
と
し
て
の
道
・
実
在

「
体
道
第
一
」

に
よ

れ
ば
従
来
ま
で
の
道
は
真
の
道
で

は
な
く
、
単
な
る
人

為
的

な
言
葉
、
中
身

の
な
い
空
虚
な
言
葉
で
し
か
な
か
っ
た
。
従
来
ま
で
の

道
と

は
孔
子

の
説
く

道
で

あ
る
が
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ

ろ
は
人

の
守
る
べ

き
規
範

、
人
倫
で

あ
る
。
論
語

の
「
里
仁
篇
」

に
よ
る
と

孔
子

の
道
は
「
忠

恕
」
（
真

心
と
思

い
や
り
）
で

あ
る
が
、
老
子

は
こ
う
し
た
孔
子

の
道
を
否

定
し

た
。
そ
も

そ
も
天

地
が
開
け

る
以
前
に
は
名
が
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、

万
物

の
母
で

あ
る
天

地
が
開
け
て
初
め
て
天
地
と
い
う
名
が
起
こ
っ
た
の
で

あ
る
。

だ
か
ら
天

地
を
開
い
た
道
を
体
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
万
物
の
錯
雑

と
し

た
相
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。

い
わ
ば
万
物
の
根
源
と
な

っ
て

い
る
原

理
を
見
い
だ
し
う
る
。
「
成
象
第

六
」
に
よ

る
と
道
は
天

地
万

物
を
産
み
出

す
大
い
な
る
力
、
玄
牝
即
ち
奥
深
く
微
妙
な
女
性
で
あ
る
。
こ
の
女
性
の
門

は
、
天
地
の
根
で
あ
り
、
疲
れ
る
こ
と
な
く
産
み
、
万
物
を
育
む
。
道
は
天

地
万
物
生
成

の
根
源
、
支
配
者
と
し
て

の
実

在
で
あ

る
。
そ
れ

は
遍
く
行
き

わ
た

っ
て

い
る
。
そ

の
果
て

は
天
地
、
宇
宙

の
遥
か
か
な
た
、
即
ち
無
限
で

あ
る
。

1
　
無
限
者
と
し
て
の
道
・
実
在

「
象
元
第
二
十
五
」

に
よ
る
と
道
は
、
形
、
姿
、
物
質

性
を
超
え

た
も
の
で



あ

り

、

天

地

万

物

に
先

立

つ
渾

沌

と

し

た

何

物

か

で

あ

る
。

そ

れ

は
声

も

な

く

姿

も

な

い

存

在

で

あ

る

か

ら

表

現

し

尽

く

せ

な

い

も

の
で

あ

る
。

そ

れ

で

無

と

も

呼

ば

れ

る

。

こ

の

無

は

他

の

も

の

に

依

存

せ
ず

そ

れ
自

体

で
存

在

し

（
自

存

性

）
、

遥

か

か

な

た

の

万

物

に

ま

で

至

る

大

な

る

も

の

な

の

で

、
「

大

」

と

も

言

う

。

こ

の

大
、

無

は

万

物

を

産

み

続
け

、

宇

宙

を
展

開

、

前

進

し

て

行

く

。

そ

の

大
き

さ
、

広

が

り

は

限

り

が

無

く

、

無

限
で

あ

る
。

そ

れ

は

無

限

で

あ

る

か

ら

、

あ

ら

ゆ

る

も

の

を

包

み

込

む
。

そ

れ

で

包

括

者

（
Ｕ
ｍ
ｇ
ｒ
ｅ
ｉ
ｆｅ
ｎ
ｄｅ
）

と

も

い

え

る

が

、

そ

の

証

と

し

て

自

然

法

則

を

表

わ

す

。

我

々

は

、

道

、

無

を
知

覚

す

る

こ

と

は

で

き

な

い

が

、
自

然

法

則

を

通

し

て

無

、
無

限

者
を

体

験

で

き

る
。

そ

れ

は

自

然

に

則

る
在

り

方

で

あ

り

、

理

想

的

な
生

き

方

「
無

為

自

然

」

で

あ

る
。

無

為
自

然

と

は
何

も

し

な

い

こ
と

で

は

な

く

、

無

に
従

っ
て

生

き

る

こ

と
で

あ

る
。

無

と

は

何
も

無

い

の
が

、

よ

い

と

い

う

の
で

は

な
く

、

有

無

を

超

え

た

絶

対

無

で

あ

る
。

3
　
絶
対
無
と
し
て
の
道
・
実
在

こ

の

絶

対
無

と

は
、
「

創

世

記

」

に

お
け

る
天

地

創

造

以

前

に

お

け

る

万

物

の
非

存

在

（
絶

対

的

非

存

在

）

で

は

な

い
。

表

現
形

式

的

に

は

言
葉

で

表

現

で
き

無

い
と

い

う
こ

と

で

否

定

辞

で

は

あ

る

が

、
し

か
し

、

そ

れ

は

単

な

る

表
現

形

式
の

否

定

辞

に
留

ま

る

も

の

で

は

な

い
。

世

界

を
産

み

出
し

支

配

す

る
実

在

者

、

無

限

者

で

あ

る
。

無
限

者

と

は

天

地
万

物

あ
ら

ゆ

る
存

在

、

即

ち

有

を

包

含

す

る
。

そ

こ

で

は

無
が

有

を
包

み

。
無

と

有

の

相

対

的

区

別

が

な

く

な

り

区

別

を

超

え

た
無

（
相
対

を

超
え

る
と

は
絶

対

で

あ

る

か
ら

）

絶

対

無

で

あ

る

（
「
養

身
第

二
」
）
。

で

は

相

対

的
区

別

を

超

え

た

絶

対

無

を

我

々

は

い

か

な

る
方

法
で

知

り

う

る

の

か
。

そ
れ

は
直

観

で

あ

る

。

4
　
無
・
実
在
の
体
験
的
直
観

「
虚

心
第

二
十

一
」

に

よ

る

と
道

の
有

様

は

恍

惚

と
し

て

い
て

定

め
が

た

い

。

だ

が

、
じ

っ
と

心

を

虚
静

に

し
て

い

る
と

奥

深
く

暗

い
微

か
な

中

に
純

一

無

雑

な

も

の
、

道
が

あ

る
。

こ

の
道

は
虚

心

に

よ

っ
て

知

り

う

る
。

虚

心

と

は

様

々

な
知

識

、

概

念

を
排

除

し
て

対

象

を

知

る
方

法

で

あ

る
。

こ

れ

は

哲

学

で

は

概

念
分

析

、

言

語
表

現

で
な

い
以

上

、

対
象

へ

の
直

接

的

参

入

、

合

一

、

体

験

的
直

観

で
あ

る

。

こ

の

よ
う

な

老

子

の

無

の
思

想

は

、

荘

子

に
よ

っ
て

継

承

さ
れ

、

深

化

、

発
展

し

て

い

っ

た
。

神

観

に

お

い
て

両

者

は

若

干

の

相

違

は

あ

る
も

の

の
実

在

と

し

て

の

無

は

同

一

で
あ

る
。

こ

の

実

在

論

は

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
哲

学

に
も

存

在

す

る
。

ベ

ル

ク
ン

ン

の
実

在

と

後

期

ハ
イ

デ

ガ
ー

の

存

在

概

念

で

あ

る
。

ベ
ル
ク
ン
ン
の
実
在
（
r
e
a
l
i
t
e
）
は
意
識
と
し
て
の
純
粋
持
続
（
ｄ
ｕ
ｒ
ｅ
ｅ

ｐ
ｕ
ｒ
ｅ
）

で

あ

り

、

そ

れ

は
我

々
の

意

識

の
連

続

的

な

流

れ

、

意

識

の

融

合

、

相

互

浸

透

で

あ

る

。

こ

の
意

識

は

『
物

質

と

記

憶
』

に
お

い
て

記

憶

と

な

る

。

過

去

に

流
れ

去

っ
た

意
識

は
消

失

す

る
の

で

は

な
く

、

現

在

の
意

識

と

一

体

と

な

っ
て

保
持

さ

れ

る
。

さ

ら

に
彼

は
身

体

に
刻

印

さ

れ

る
記

憶

（
学

課

の

記
憶
ｓ
ｏ
ｕ
ｖ
ｅ
ｎ
ｉ
ｒ
　
ｄ
ｅ
　
ｌ
ａ
　
ｌ
ｅ
c
ｏ
ｎ
）
と
身
体
に
刻
印
さ
れ
な
い
記
憶
（
純
粋
記

憶

ｓ
ｏ
ｕ
ｖ
ｅ
ｎ
ｉｒ
　ｐ
ｕ
ｒ
）

を

仮

定

、

後
者

を

大

脳

に

保

存

さ

れ

な

い

独

立

的

記

憶

と

し

（
カ

ナ
ダ

の

世
界

的

脳
外

科

医

ペ

ン

フ
ィ

ー

ル
ド

に
よ

っ
て

証

明

さ

れ

た

）
、

実

在

と

し

た
。

こ

の
実

在

は

個

人

を

超

え

て

生

命

全

体

を

貫

く

生

命

的
実

在

、

即

ち

エ
ラ

ン

・

ヴ

ィ

タ

ル

（
ｅ
ｌａ
ｎ
　ｖ
ｉｔａ
ｌ
）

と

な

る
。

そ

の

考



え

は

『
創

造

的

進

化

』

に
記

さ

れ

て

い

る
が

、

こ

れ

に

よ

っ
て

生

命

の

宇

宙

へ

の

前

進

と

い
う

壮

大

な

形

而

上

学

を

展

開
す

る
。

ベ

ル

ク

ソ

ン

の
実

在

は

生

命

全

体

の
源

流

で

あ

り

、

物

質

の

原

因

で

も

あ

る
。

実

在

は
爆

発

的

に
拡

張
し
（
こ
れ
は
宇
宙
物
理
学
に
お
け
る
宇
宙
創
世
の
ビ
ッ
ク
・
バ
ン
理
論
に

先

立

つ
）
、

生

命

進

化

を

可

能

に

し

た
。

爆

発

の

弛

緩
下

降

が

物

質

で

あ

る

（
量
子
論
の
ヒ
ッ
グ
ス
粒
子
は
、
こ
の
考
え
を
裏
付
け
て
い
る
）
。
宇
宙
、
万

物

す

べ

て

は
実

在

の
力

を

受

け

て

い

る
。

こ
れ

を

象

徴
す

る

の
が

「
宇

宙

は

持

続

す

る
」
（
Ｅ
．　
Ｃ
．　ｐ
．　１
１
．
）

で

あ

る
。

な

お

、

ベ

ル

ク

ソ

ン

に

お

い

て

持

続

、

実

在

は
動

き

、
運

動

で

も

あ

る

か

ら

「
宇

宙

は
持

続
す

る
」

を

「
宇

宙

は

運

動

す

る
」

と

言

い
換

え

る

こ
と

も

で

き

る
。

こ

れ

は

ハ

乙
フ

ル
の

宇

宙

膨

張

説

に

先
行

し

て

い

る
。

以

上

、

老
荘

と

ベ

ル

ク

ソ

ン
の

実

在

概

念

は
、

言
葉

で

は
表

現

し

尽

く

せ

無

い
生

命

の
流

れ

（
実

在

と

し

て

の

無

）
、

生

命

原

理

、

感

性

を

超

え

る

形

而

上

学

的

原

理
と

し
て

両

者

は

一

致
す

る
。

し

か

も

、

両

者
と

も

生

命

の
核

心

と

一

体

と

な

る
直

観

的

方

法

（
m
e
ｔ
ｈ
ｏ
ｄ
ｅ
　
ｉｎ
ｔｕ
ｉｔ
ｉｖ
ｅ
）

の

採

用

に

お

い

て

、

そ

の

一

致

は

さ

ら

に

強
固

と

な

る

。

こ

の

一

致

に

よ

っ
て

東

西

の
思

想

的
共

通

基

盤

が

確

立

し

、

自
由

自

在

の

往

来

が

可

能

と

な

る
。

こ

の
橋

梁

が

な
け
れ
ば
、
東
洋
思
想
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
哲
学
の
単
な
る
羅
列
に
な
っ
て
し
ま

う
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
直
観
的
方
法
を
と
ら
な
い
限
り
、
文
献
学
に
依
存
し
、

一

人

で

は

二

百

、

三

百

年

か

か

る

研

究

に

な

っ
て

し

ま

う

。

し

か

も
、

結

論

は

「
言

語

の

相

違

は

決

定

的
で

、

共

通

す

る

哲

学

・
思

想

基

盤

は

見
当

ら

な

い

」

の

あ

り

き

た

り

の

も

の
で

あ

る

。

し

か

し

、

実

在

と

し

て

の

無
が

中

富

清
和

著
『
無
と
愛

の
哲
学
』
（
北
樹
出
版
）
の
成

立
を
可
能
に
し

た
。
こ

の
無

を
後
期

ハ
イ

デ
ガ
ー
も
直
観
し
た
が
、
概
念
把
握
、
論
理
学
的
思
考
把
握
に

失
敗
し
て
、
詩
人
に
転
身
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
哲
学
の
挫
折
で
あ
る
。

二
　

空

の
根

底

と
し

て

の
無

実
在
と
し
て

の
無

は
、
定
義
し
き
れ
な

い
生
命
の
流
れ
で
あ

る
と
と
も
に
、

否

定
辞
の
無
と
し
て
論
理
学

さ
ら

に
は
前
論
理
学
的
に
機
能
し
て
い
る
。
そ

れ
は
空
の
根
底
と
し
て
の
無
で
あ

る
。
空
も
無
に
依
存
し
、
無
の
原
理
は
仏

教
に
も
及

ん
で

い
る
。
そ
の
論
拠

は
二
つ
あ
る
。
第
一
は
仏
陀
の
虚
無
体
験

で

あ
る
。
若
き
日
の
仏
陀

は
王
子
と
し
て
何
一
つ
不

自
由
な
く
豊
か
に
暮
ら

し
て

い
た
が
、
病
人
、
老
人
、
死
者
を
見
て
人
生
の
虚
無
、
無
を
体
験
し
、

出
家
す

る
に
至

っ
た

（
四
門

出
遊
）
。
仏
陀

は
虚

無
、

無
を
自
覚
し

た
か
ら

こ

そ
、
空
、
悟
り

に
到
達
し
え
た
。
そ
の
人
生
的
意
味

に
お

い
て
無
は
空
に

先
行

し
て

い
る
。

無
が
空
の
根
底

に
な

っ
て

い
る
第
二
の
論
拠
は
、
空
の
因
と
な
る
縁
起
に

お
い
て

、
無
が
前
提
と
な

っ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
縁
起
と

は
、
事
物
、
存

在
の
連
関

、
相
互
依
存
関
係

の
認
識
で
あ
る
が
、
存
在
の
相
互
依
存
関
係
を

知
る
に
は
、
存
在

の
自
存
性

の
否
定
、
拒
否
、
無
が
必
要
で
あ

る
。
存
在
物

が
互

い
に
相
互
依
存
関
係

に
あ
る
と

い
う
こ
と
は
、
存
在
物
が
そ
れ
自
体
に

お
い
て

、
普
遍

的
に
存
在
す

る
の
で

は
無

い
と
い
う
否

定
、
無
が
機
能
し
て

い
る
の
で

あ
る
。
事
物
、
存

在
は
独

立
、
普
遍
に
存
在
す
る
の
で

は
な
く
、

他
の
事
物
、
存
在
と
互

い
に
依
存
し

合
い
な
が
ら
、
連
関
し

合
い
な
が
ら
存



在
す

る
と

い

う
縁

起

の

考

え

方

か

ら

、
す

べ
て

の
事

物

、

存
在

に
実

体

は

無

い

と

い

う
諸

法

無

我

、

無

自

性

が

導

出

さ

れ
、

無

我
、

無

自
性

か

ら

空

が

説

か

れ

る
。

空

の

起
因

で

あ

る

縁

起

が

無

を

前
提

と

す

る
以

上

、

空

も

無

を

前

提

と
す

る

の
で

あ

る
。

そ

こ

か

ら

空

の

根

底
と

し

て

の

無

が
提

起

さ

れ

る
。

無

は

空

の

根
底

に

機

能

し

て

い

る

。

そ

れ

は

様

々

な

欲

望

の

否

定

、

無

化

作

用
の
無
と
し
て
働
い
て
い
る
〔
参
照
、
『
感
興
の
こ
と
ば
（
ウ
ダ
ー
ナ
ヴ
ァ
ル
ガ
）
』

（
中
村
元

訳
、
岩
波

文
庫
）
第

二
九
章
、
ひ

と
組
ず
つ
〕
。

物

欲

、

食

欲

、

迷

い

、

悩

み

、

情

欲

、

怒

、

迷

妄

、

妄

執

が

無

と

な

る

境

地

が

、

賢

者

の

境

地

で

あ

り

空
で

あ

る

。

こ

の

空

に

お
い

て

、

あ

ら

ゆ

る

苦

し

み

か

ら

解

脱

し

う

る
。

即

ち

空

は

無

相

、

解

脱

、

ニ

ル

ヴ

ァ

ー

ナ

（
涅

槃

）
、

悟

り

で

あ

る
。

そ

し

て

、

こ

の

悟

り

と

は

「
無

願

望

、

無

希

望

、

無

所

有

、

生

死

の

無

化

」

〔
『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
（
第
五
、
一
〇
、
学
生
ト
ー
デ
イ
ヤ
の
質
問
）
〕
で
あ
り
、
無

が

機

能

し

て

い

る

。
『

ウ
ダ

ー

ナ
』
（
小

部

ニ
カ

ー

ヤ
）

に
よ

る
と

仏

陀

は
、

悟

り

を

開

い

て

七

日
間

、

足

を

組

ん
だ

ま

ま
解

脱

、

悟

り

の
境

地

を
楽

し

ん

だ

。

そ

の

後

に

、

十

二

縁

起

を

観

察

し

た
こ

と

に
な

っ
て

い

る
。

し

た

が

っ

て

通

説

で

は

、

悟

り

と

は
縁

起

、

縁

起

の
自

覚

か
ら

諸

行

無
常

、

諸

法

無

我

の

説

が

展

開

さ

れ

て

い
く

が
、
『
ウ

ダ

ー

ナ
』
（
小

部

ニ

カ

ー

ヤ
）

を

根

拠

に

す

る

と

、

悟

り

、

空

が

先

行

し

て

い

る
。

悟

り

の

七

日
間

と

は

、

単

な

る

日

常

の

七

日

間

で

は
な

く

、

永

遠

に

つ

な
が

る
七

日
間

で

あ

っ

た

と

解

す

べ

き

で

あ

る

。

そ

の

間

、

仏

陀

の
思

念

の
中

に
あ

っ

た

の

は
、

強
烈

な

否

定

、

伝

統

的

な

バ

ラ

モ

ン
教

説

、

学

問

、

悪

し

き

慣

習

の

否

定

、

い

わ

ば

無
化

、

即

ち

無

の

原

理

で

あ

る
。

仏

陀

自

身

、
悟

り

、

空

の
境

地

に

お

い

て

無

の

原

理

を
言
及
し
て

い
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
そ
の
体

験
に
お
い
て
無
の
自
覚
、
機

能
を
理
解
し
て

い
た
の
で
「
空
」
「
悟
り
」

と
表
現
し

た
の
で
あ
る
。
『
感
興

の
こ

と
ば

（
ウ
ダ
ー
ナ
ヴ
ァ
ル

ガ
）』

第
二
六
章

に
、

そ
の
境
地
が
記

さ
れ

て

い
る
。

有
っ
た
も
の
が
無

に
、
虚
空
も
無
く
、
識
別
作
用
も
無
く
、
太
陽
、

月

、
水
、
地
、
火
風
も
無
く
、
さ
ら
に
は
光
、
暗
黒
も

無
い
。
来
る
こ
と
も

無
く
、
行

く
こ
と
も
無
く
、
生
ず
る
こ
と
も
無
く
、
没

す
る
こ
と
も
無
い
。

住

し
て
留

ま
る
こ
と
も
無
く
、
依
存
す
る
こ
と
も
無
い
。
こ

れ
は
、
運
動
の

無
い
状
態
で

あ
り
、
静
止
も
無
い
状
態
で
あ
る
。
光

も
無
く
、
暗
黒
も
無
い
、

運
動

、
静
止
、
物
体
の
無
い
、
即
ち
。
あ
ら
ゆ
る
万

物
が
無
い
状
態
、
無
と

し
て

し
か
表
現
で
き
無
い
境
地
、
無
の
原
理
が
機
能
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

仏
陀
の
悟
り
の
七
日
間
を
、
ど
う
把
握
す
る
か
で
、
仏
教
理
解
が
違

っ
て
く

る
。
こ
の
論
考
は
、
七
日
間
に
わ
た
り
、
仏
陀
の
思
念
に
お
い
て
、
無
の
原

理
が
機
能
し
、
無
が
仏
陀
の
悟
り
、
空
の
根
底
に
作
動
し
て
い
た
こ
と

を
論

証
す

る
。
無

の
原

理
か
ら
す
れ
ば
、
仏
教
の
伝
統
的
な
概
念
、
縁
起
、
諸
行

無
常
、
諸
法

無
我
も
説
明
が
し
や
す
い
。
縁
起
と

は
存
在
の
相
互
依
存
関
係

を
言

う
が

そ
の
根

底
に
は
、
常
に
そ
れ
自
体
で

は
存
在
で
き
無
い
と
い
う
無

の
働
き
を
認

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

を
自
存
性

の
欠
如
と
し
て
の
無
と

名
づ
け

る
が

、
そ
こ
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
物

は
そ
れ
自
身
で
独
立
的
に
存

在
で
き

な
い
、
永
遠
不

変
の
実
体
は
無
い
、
即
ち
諸
法
無
我
で
あ
る
。
ま
た
、

存
在

物
は
不

変
で

あ
り
え

無
い
、
す
べ
て

は
変
化
す

る
、
即
ち
諸
行
無
常
で

あ

る
。
伝

統
的
な
仏
典
に
よ

る
と
、
仏
陀

は
縁
起
を
悟
り
、
そ
れ

か
ら
諸
行

無
常

、
諸
法

無
我
を
説
い
た
と
さ
れ
る
が
、

仏
陀

の
悟
り

の
七
日
間
の
間
に
、



無
の
原
理

の
機
能

に
よ
り
、
縁

起
と
諸
行
無
常
と
諸
法

無
我

は
同
時
に
直
観

さ
れ

た
の
で
あ

る
。
こ

の
三

つ
の
重
要

な
教
説
は
、
常
に
三

者
が
相
手
を
前

提
と
し
て

い
る
相
即
不
離

の
関

係
に
あ
る
。

無

の
原
理

は
、
聖
書

に
お

い
て

も
機
能

し
て
い

る
。
「

創
世

記
」
第

一
章

に
は
、
「
無

か
ら
の
天
地

創
造
」

が
記

さ
れ
て

い
る
が
、

モ
ー
セ
も
無

の
原

理
を
直
観
し
た
。
天
地

創
造
以

前
は
、
物
質

的
な
意
味
で

は
全
く
の
無
、
絶

対

的
無
で
あ

る
。

し

か
し
、

そ
こ
で

は
神
の
霊

が
動

い
て

い
た
。

そ
れ

は

「
無

の
ゆ
ら
ぎ
」
「
微
小

な
振
動

の
波
」
で

あ
る
。
「
無
の
ゆ
ら

ぎ
」

に
神

の

光
が
煌
め
い
て
、
ビ
ッ
ク
・
バ
ン
が
発
生
し
た
。
無
か
ら
の
宇
宙
創
世
を
説

く
現
代
の
宇
宙
物
理
学

は
、
無

の
原
理
と
聖
書

の
無

か
ら
の
天
地
創
造

を
科

学
的
に
支
持
す
る
。
無
か
ら
の
天
地
創
造
説

は
無
の
原
理
と
適
合
し
、
存
在

の
究
極
に
「
無
」
を
垣
間
見
た
物
理
学

に
、
無

か
ら
の
宇
宙
創
世
論
の
道
を

開
い
た
。
「
無
」
に
突
き
当
た

っ
た
科
学

は
、
試

行
錯
誤

の
中

で

無
の
原
理

に
従

っ
た
の
で

あ
る
。
聖
書
に
お

い
て
最
初

に
無
を
記
述
し
た
の
は

モ
ー
セ

で
あ
る
が
、
同
様
に
無
を
直
観
し
つ
つ
さ
ら

に
強
烈
に
無
を
体
験
し
た

の
が

ソ

ロ
モ

ン
で
あ
る
。
彼
は
「
伝
道
者
の
書
」

に
お
い
て
「
空
の
空
、
す

べ
て

は
空
」
を
語

っ
た
が
、
こ
の
空
の
言
語

（
ヘ
ペ
ル
）
の
意
味
は
、
「
息
吹
」
、

は
か
な
く
消
失
す
る
息
で
あ
る
。
息
吹

は
空
気
と
同
様
、
つ
か
み
ど
こ
ろ
の

な
い
瞬
時
に
し
て
消
失
す
る
は

か
な
さ
、
実
体
の
無
さ
の
象
徴
で
あ
る
。
そ

れ
は
無
の
原
理
で

い
う
「
自
存
性
の
欠
如
の
無
」
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ

っ
て

「
空
」
概
念
は
仏
教
を
超
え
て
、
聖

書
に
も

妥
当

す
る
普
遍

概
念

と
な
る
。

仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
宗
教
で
伝
統
的
な
宗
教
理
解
で
は

つ
な
が
る
こ
と
は
な
い
が

、
「
自
存

性
の
欠
如
の
無
」
が
仏

教
の
空
と
聖
書

の
空
を
連
結
す
る
。
こ
の
無
は
極
め
て

広
範
囲
か
つ
有
効
な
概
念
で

、
量
子

力
学
の
不

確
定
性
原
理
や
西
田
哲
学
の
難
解
と
さ
れ
る
絶
対

矛
盾
的
自
己
同

一
を
明

快
に
説
明
し
う
る
。

三
　

ヨ
ー

ロ

ッ

パ
に

お
け

る

無

仏
陀

、
ソ
ロ
モ
ン
の
直
面
し
た
虚
無

は
、

パ
ス
カ
ル
、

ニ
ー
チ

ェ
も
体
験

し

た
。
無
限
大

に
広
が

る
宇
宙
の
中
で
一
人
の
人
間

は
、

い
か
に
微

々
た
る

も

の
か
。

パ
ス
カ
ル
は
暗

黒
の
無
に
恐
れ
戦
く
と
と
も

に
、
絶
望
す

る
。
し

か
し
、
そ
の
無
の
直
観

か
ら
無
限
大
が
思
考
さ
れ
、
無
↓

無
限
↓

永
遠
↓

超

越
者
（
神
）
↓
神
の
愛
に
至
る
。
パ
ス
カ
ル
も
無
と
愛
の
原
理
の
賛
同
者
で

あ
る
。
人
間
を
「
無
と
無
限
」
の
中
間
者
と
し
て
規
定
す
る
と
と
も
に
、
万

物
の
無
か
ら
の
創
造
と
無
限
へ
の
前
進
を
解
く
。

パ
ス
カ
ル
自
身
「
無
か
ら

生
じ
る
第
一
原
理
」
を
記
し
、
無
を
第
一
の
原
理
と
し
て

い
る
。
こ
れ
は
無

か
ら
の
ビ
ッ
ク
・
バ
ン
理
論
を
は
る
か
に
先
行
す
る
も
の
で
あ
り
、
我
々
は
、

パ
ス
カ
ル
が
キ
リ
ス
ト
教
弁
証
論
を
説
い
た
と
す
る
通
説
以

上
に
、
無
の
原

理
の
賛
同
者
、
支
持
者
と
し
て
の
新
説
を
提
起
す
る
。

ニ
ヒ
リ
ズ

ム
の
克
服
を
説
い
た

ニ
ー
チ
ェ
も
「
無
」
を
直
観
し
た
。
あ
る

い
は
無
を
直
観
し
た
か
ら
こ
そ
、
無
、
ニ
ヒ
リ
ズ

ム
の
克
服
を
説
い
た
の
で

あ
る
。
ニ
ー
チ
ェ
の

ニ
ヒ
リ
ズ

ム
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
価
値
の
喪
失

、
宗
教
、

哲
学
、
道
徳
な
ど
、
人
間
存
在
に
お
け
る
最
高
価
値
、
規
範
の
無
価

値
化
で

あ
る
。
人

生
に
は
意
味
も
無
く
、
目

的
も
無
く
、
目

標
も

無
い
、
す

べ
て

は



無

に

帰

す

る
と

す

る

考

え

方

で

あ

る

。

い

う

ま

で

も

な

く

、

そ

こ

に

は

無

の

原

理

に

お

け

る
無

が

機

能

し

て

い

る

。

ニ

ー
チ

ェ
が

無

を

直

観

し

た
と

す

る

代
表
的
な
箇
所
は
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
と
題
さ
れ
て
い
る
、

ス
イ

ス
の

保

養

地

レ

ソ
ツ

ァ
ー

ハ
イ

デ

の

手

記

で

あ

る

（
一

八
八
七
年

六
月
十

日
）
。

…

…
生

存

は
そ

の
あ

る

が

ま
ま

の
形

で

見

る

な
ら

、
意

味

も

目

的

も

な

い

、
し

か

し

必
ず

繰

り

返

さ

れ

る
、

無

と

い

う

終

極

も

な

い
。
「
永

劫

回
帰

」

だ
。

こ

れ

こ

そ

ニ

ヒ
リ

ズ

ム

の

最

も

極

端

な
形

態

で

あ

る
。

無

（
無
意

味
）

が

永

遠
だ

と

い
う

の

だ
！
　

…

…

（
『
ニ
ー
チ
ェ
全
集
』
第
九
巻
、
遺

さ
れ
た
断

想
、
二
七

八
頁
、
白
水
社
）

ニ

ー

チ

ェ

の

無

と

は
価

値

破

壊

、

価

値

喪
失

、

価

値

ニ
ヒ

リ

ズ

ム
と

し

て

の

無
で

あ

る
。

で

は

、

こ

こ
で

言

う
価

値

と

は

何

か
？
　

そ

れ

は

ユ

ダ

ヤ

教

と

と

も

に

約

三
〇

〇

〇

年

に

わ

た

っ

て

ヨ
ー

ロ

で

ハ
社

会

の

最

高

価

値

、

最

高

規

範

と

し

て

君

臨

し

て

き

た

キ
リ

ス

ト

教

で

あ

る

。

ニ
ー

チ

ェ
は

、

こ

の

キ
リ

ス
ト

教

を

徹

底

的

に

否

定

し

、

破

壊

を

も

く

ろ

ん
だ

の

で

あ

る

。

そ

の

否

定

の

境

地

が

ニ

ヒ
リ

ズ

ム
、

ニ
ー

チ

ェ
の

無

の

直

観

で

あ

る
。

そ

の

限

り

の

無

い

否

定

の

境

地

に

お
い

て

、

無

限

の

反

復

と

し

て

の
永

遠

回

帰

、

そ

し

て

超

人

、

神

の

直

観

へ

と

到

達

す

る

。

ニ

ー
チ

ェ
の

哲

学

も

、

無
↓

無

限
↓

永

遠
↓

超

越

者

（
超

人

、

神

）
↓

愛

（
運

命

愛

）
　
へ
と

連

続

す

る
無

と

愛

の

原

理

か
ら

説

明

さ

れ

る
。

無

を

直

観

し

た

ニ

ー

チ

ェ

は
仏

教

に

つ

い
て

断

片

的

か

つ

聞

き

か
じ

り

の

知

識

し

か
な

か

っ

た

に
も

か

か

わ
ら

ず

、

本

質

的

に

深

い
仏

教

理

解

を
示

し

た
（
『
無
と
愛

の
哲
学
』
一
八
一
－

一

八
五
頁
）
。

つ

ま

り

無

の

原

理

か

ら

す

れ

ば

、

ニ
ー

チ

ェ

の
致

命

的

誤

解

で

あ

る

「

無

は
涅

槃

な

り

」

の

テ

ー

ゼ
が

真

実

と
し

て

認

め
ら

れ

る
。

す

で

に

論

証

し

た
よ

う

に
涅

槃

と

は

悟

り

、

空

で

あ

る

。

空

の

根

底

に

は

無

が

機

能

し

て

い

た

か

ら

、

「
涅

槃

と

は
無

」
「
無

と

は
涅

槃
」

と

す

る

ニ
ー

チ

ェ
の

テ

ー

ゼ
は

認

め
ら

れ

る

の

で

あ

る
。

仏

教

の

教

学

か
ら

す

れ

ば

、

ニ

ー

チ

ェ
の

仏

教

理

解

に

は

様

々

な

誤

解

が

認

め

ら

れ

る

が

、

し

か

し

、

無

の
原

理

か
ら

す

れ

ば

ニ

ー

チ

ェ

は

仏
教

の
本

質

を
鋭

く

、

か

つ

見

事

に

洞
察

し

て

い

る
。

そ
れ

は

ニ

ー

チ

ェ

が

無

の
原

理

を

直
観

し

た
か

ら

で

あ

る

。

無

の
直

観

か
ら

、

無
限

の
反

復

と

し
て

の

永

遠

回
帰

を

直

観

し

た

ニ
ー

チ

ェ
は

、

そ
の

克

服

と

し

て

超
人

（
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
）

の
理

想

を

説

き

、

ツ

ァ

ラ

ト

ゥ

ス

ト

ラ

を

登

場

さ

せ

る
。

し
か
し
、
こ
の
超
人
と
は
本
稿
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
イ
エ
ス
=
キ
リ
ス
ト

の

投

影

に

他

な

ら

な

い
。

牧

師

の

家

庭

に

育

ち

、

し

か
も

、

教

会
付

属

の

ギ

ム
ナ

ジ

ウ

ム
に

学

ん

だ
こ

と

は
、

キ
リ

ス

ト
教

精

神

の
影

響

を

認

め

ざ

る

を

え

な

い

。

何

よ

り

も

ニ
ー

チ

ェ

が

十

四

歳

（
一

八
五

八
年
八
月
十
八

日
～
九
月

一
日
ま
で
の
回
顧
）
の

時

に
記

し

た
信

仰
告

白
、

神

の

た
め

に

命

さ
え

も

捧

げ

る
覚
悟
の
告
白
を
軽
視
し
て
は
な
ら
な
い
。
同
じ
年
頃
の
ジ
ャ
ン
ヌ
=
ダ
ル

ク
も
神
を
直
観
し
、
や
が
て
フ
ラ
ン
ス
軍
を
救
っ
た
で
は
な
い
か
。
ナ
イ
チ

ン

ゲ

ー

ル

は
十

七

歳

の

時

、

神

の

直

観

を

体

験
し

、

や

が

て

看
護

婦

と

し

て

ク

リ

ミ

ア
戦

争

で

、

多

く

の

傷

病

兵

を

救

っ
た
で

は
な

い

か

。
十

代

の

神

直

観

は
、

歴

史

、

社

会

を

動

か

す
原

動

力

と

も

な
り

う

る
。

少

年

時
代

の

ニ

ー

チ
ェ
は
、
イ
エ
ス
=
キ
リ
ス
ト
を
神
と
し
て
信
仰
し
た
。
そ
の
時
、
ニ
ー

チ

ェ

の

心

奥
深

く

に
、

キ
リ

ス

ト

の

楔

が

打

た

れ

た

の
で

あ

る

。

こ

の
楔

は



ニ
ー
チ
ェ
が

意
識
し
よ
う
と
し
ま
い
と

、
生
涯

に
わ
た

っ
て

存
在
し
続
け
た
。

あ
る
時

は
罪

の
解

放
と
し
て

軽
快
感
、
安
息
、
平
安

を
も
た
ら
し
、
あ
る
時

は
罪

の
結
果
と

し
て

重
い
憂

う
つ
な
気
持
ち

を
も
た
ら

し
た
。
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ

ス
ト
ラ

が
平
安

に
満

た
さ
れ
る
場
面
が
あ

る
が

、
そ
れ
は
神

か
ら
の
平

安
で

あ
る
。
し

か
し

、
生
涯

、
頭
痛

、
眼
痛
で
喘

い
で

い
た
ニ
ー
チ
ェ
は
、
長
く

平
安
に
浸

る
こ
と

は
で
き

な
か
っ
た
。
医
者

か
ら
匙

を
投
げ
ら

れ
、
治
癒
の

見
込
み
が
全
く
つ

か
な
い
絶
望
的
な
状
態
。
苦
難
が
十
年
、

二
十
年

続
け
ば

神
へ
の
不
信
が
生
じ

る
。

ニ
ー
チ

ェ
は
神
に
絶
望
せ
ざ

る
を
え

な
か
っ
た
。

そ
れ
で
、
キ
リ

ス
ト
教
を
否
定
し
、
超
人
と
い
う
新
し

い
理
想
的
人
間
像
を

提
起
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
超
人
と
は

ニ
ー
チ

ェ
の
心
の
中

に
打

た
れ
た
キ
リ
ス
ト
の
楔
の
煌
き
で
あ
る
。
超
人
の
思
想
は
キ
リ

ス
ト
と
の
対

比
対

決
に
お
い
て

一
層
深
め
、
広
め
ら
れ
た
の
で

あ
る
。

こ

の
超
人
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
　

超
人
と
は
大
地
・
実
存
で

あ
る

②
　

超
人
は
新
し
い
価
値
の
創
造
者
な
り

③
　

超
人
は
既
成
の
伝
統
的
価
値
の
破
壊
者
な
り

④
　

超
人
は
人
間
の
現
実
的
理
想
で

あ
る

⑤
　

超
人
は
平

安
を
享
受
す
る

⑥
　

超
人
は
永
遠
を
愛
す
る

⑦
　

超

人
と

は
予

言
者
で

あ
る

以
上
、
七
つ

の
本
質

的
特
徴
が
キ
リ

ス
ト
に
も
妥
当
す

れ
ば
超
人
が
イ
エ

ス
の
投
影
で
あ

る
こ
と

が
論
証

さ
れ

る
。

①
　

キ
リ
ス
ト
は
大
地
・
実
存
で
あ

る

イ

エ
ス
は
大
工
の
息
子

と
し
て
誕
生
し
た
。
重
い
木
材
を
汗

水
た
ら
し

て
運

び
、
組
み
立
て

大
地
に
家
を
建
て
た
。
三
十
三
歳
に
し
て
神

の
国
の

福
音

を
説
き

、
ユ
ダ
ヤ
教
の
律
法
学
者

に
よ

っ
て
十
字
架
に
か
け
ら
れ
た
。

イ

エ
ス
は
生
身
の
人
間
で

あ
り
、
十
字
架
で
悩
み
、
呻
吟
す
る
実
存
で
あ

る
。

②
と

③
　

キ
リ
ス
ト
は
創
造
者
、
破
壊
者
で
あ
る

イ

エ
ス
は
旧
約

の
ユ
ダ
ヤ
教
律
法
学
者
の
形

式
主
義
的
教
説
を
破
壊
し

、

新
し

い
神
と

の
契
約

の
教
説
、
純
粋
な
生
き
た
信

仰
へ

の
道
を
創
造
し
た
。

④
と
⑤
　

キ
リ

ス
ト

は
理
想
で
あ
り
平

安
で

あ
る

イ

エ
ス
は
全
人
類
の
罪
を
背
負

い
罪

か
ら
解
放
し
た
。
神
の
愛
を
実
現

し
、
人
間
の
理
想
を
示

し
た
。
イ

エ
ス
は
罪

か
ら
の
解
放
者
、
ゆ
え

に
キ

リ
ス
ト
に
あ

っ
て
平
安
で
あ
る
。

⑥
　

キ
リ
ス
ト
は
永
遠

ツ
ァ
ラ
ト

ゥ
ス
ト
ラ
は
永
遠
の
言
葉
を
愛
し
、
何
度
も
叫
び
求
め
た
。

そ
れ
に
呼
応
す
る
よ
う
に
イ
エ
ス
も
弟
子

た
ち

に
永
遠
を
説
い
て

い
る
。

イ
エ
ス
の
復
活
に
よ

っ
て
死
が
克
服
さ
れ
、
永
遠
の
命
が
証
明

さ
れ
た
。

時
代
的
に
イ

エ
ス
の
永
遠
は
ニ
ー
チ

ェ
の
永
遠
に
先
行
し
て

い
る
。

⑦
　

キ
リ
ス
ト
は
予
（
預

）
言
者
で
あ
る

ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
は
「
超
人
の
千

年
王
国
」
を
予

言
し
た
が
、
そ
の

一
九
〇
〇

年
前
に
終
末
、
「
キ
リ
ス
ト
の
千

年
王

国
」

は
預

言
さ
れ
て
い

る
。



イ

エ
ス
は
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ

に
先
立
つ
預
言
者
で
あ
る
。

以
上

か
ら
、
超
人
を
イ

エ
ス
の
投
影
と
し
、
晩
年
に
キ
リ
ス
ト
へ
接
近
す

る
ニ
ー
チ

ェ
は
、
キ
リ
ス
ト
者

に
な
る
。
百
万
回
神
を
否
定
し
て
も
、
死
の

直
前
一
回
で
も
肯
定
す
れ
ば
誰
で
も
キ
リ

ス
ト
者
に
な
れ
る
。
か
つ
て
は

パ

ウ
ロ
も
反
キ
リ
ス
ト
者
で
あ

っ
た
が
、
失
明
体
験
（
無
の
直
観
）
か
ら
神
を

直
観
し
、
キ
リ
ス
ト
者
と
な
っ
た
。
ニ
ー
チ
ェ
も
無
↓
無
限
↓
永
遠
↓
超
越

者
（
超
人
か
ら
イ
エ
ス
）
↓
愛
へ
と
至
る
。
無
と
愛
の
原
理
が
ニ
ー
チ
ェ
解

釈
の
逆
転
を
可

能
に
し
た
。

四
　

愛

孔
子

も

無
を
直

観
し

た
。
「
…
…
予

れ

言
う

こ
と
無

か

ら
ん

と

欲

す
。

…
…
天
何
を

か
言
う
や
。
四

時
行

な
わ
れ
、
百

物
生
ず
。

天

何
を

か
言

う

や
。
」
（
『
論
語
』
陽
貨
十
九
）
無
の
深
淵

を
体
験
し

た
孔
子

は
限

り
尽
き

る
こ

と
の
な
い
無
限
の
学
問

へ
の
情
熱
を
燃
や
し
た
。
そ
の
途
上

に
お
い
て
人
間

社
会
に
お
け

る
仁
、
礼

の
重
要

さ
を
発
見
し
、
こ
の
徳
の
自

覚
と
深

化
、
実

践
を
問
い
た
。
力

の
限

り
生
き

抜
い
た
孔
子

は
晩
年
に
至
り

「
何
も
言
わ
な

い
無
」
即
ち
天

を
直

観
す

る
。

孔
子

は
民
間
の
迷
信
的
鬼
神

は
否

定
し
た
が

天
は
認
め
る
。

古
代
中
国
で

は
天

と
は
天
地
万

物
の
動
き
、

生
長
を
主
宰
す

る
神
、
超
越
神
で
あ
っ
た
。
孔
子
は
無
↓
無
限
↓
超
越
者
（
天
）
を
直
観
し

最
後
に
仁
を
超
え

る
至
高
の

愛
「
聖
」
（
民
衆

を
救
済
す

る
愛
）
を
直

観
、

体
験
す

る
。
孔
子
の
思
想
も
無

と
愛

の
原

理
か
ら
説
明

さ
れ

る
。

こ

の
原
理

は
当
然
、
仏
陀
の
慈
悲

に
も
適
用

さ
れ

る
。
仏
陀

は
無

の
直
観

か
ら

悟

り

に

到

達

し

た

。

悟
り

は

全
宇

宙

の
真

理

、

無
限

・

永

遠

の
真

理

と

一
体

に

な

る

こ

と

で

あ

る

か
ら

、

無
↓

無

限
↓

永

遠
↓

超

越

者

（
ダ

ル

マ
）

↓

愛

（
慈

悲

）
　
へ
と

至

る

。
孔

子

も
仏

陀

も

イ

エ
ス

の

誕

生

数

百
年

前

に
、

キ
リ

ス
ト

の
十

字

架

の

愛

、
全

人

類

の
愛

を

予

兆

、

直
観

し

た

の
で

あ

る
。

古

今

東

西

の

偉

大

な

哲

学

・
思

想

・
宗

教

は
無

と

愛

の
原

理

に

よ

っ
て

総

合

さ

れ

る

。

使
用
文
献
。
そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て

は
中
富
清
和
著

『
無

と
愛
の
哲
学
』
（
北
樹

出
版
）

を
参
照
の
こ
と
。

Ｅ
.
　
Ｃ
.
　
（
L
'
ｅ
ｖ
ｏ
ｌ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ｃ
ｒ
e
ａ
ｔ
ｒ
ｉ
ｃ
ｅ
　
Ｐ
.
　
Ｕ
.
　
Ｆ
）

（
な

か
と

み

・
き

よ

か
ず

、

哲

学

、

千

葉

県

立
富

里

高

等

学

校

教

諭

）
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